
• 古河市教育委員会では、平成29年４月に「古河市教育振興基本計画」を策定して

以来、さまざまな施策を展開しながら、教育振興に取り組んできました。社会環

境は大きく変化している中で本市が目指す教育の方向性と、令和４年度からの５

年間に取り組むべき施策を明らかにし、本市教育の一層の推進を図るため、「古

河市教育振興基本計画（後期計画）」を策定します。

計画策定の趣旨

• 「教育基本法」第17条第２項に規定される「教育振興基本計画」にあたる計画で

本市の「第２次古河市総合計画 第Ⅱ期基本計画」の部門別計画として策定します。

計画の位置づけ

• 家庭教育への支援を含め、幼児教育・学校教育・社会教育に関する施策や事業を

対象とします。

計画の範囲

• 令和４年度から令和８年度までの５年間について計画を定めます。

計画の期間

• 本計画を着実に推進するため、新規事業を進めるとともに、各事業の確実な執行

に努めます。また、毎年度、各事業の進捗状況及び成果等を点検・評価すること

により、実施内容の妥当性や計画との整合性について検証を行います。

計画の進行管理

（ ）

【 概 要 版 】

古河市教育振興基本計画（後期計画）【概要版】

※計画本編はホームページに掲載してあります。

https://www.city.ibaraki-
koga.lg.jp/soshiki/kyouiku_soumu/3/791.html
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未来の古河市を心豊かで文化の薫るまちとするためには、知識と教養を身につけ、学んだことを活かしながら地域をより良く
しようと行動する市民を育む、教育文化のまちづくりが大切です。このため、学習プログラムや学校施設の改善など、ソフト・ハード
の両面から、グローバル社会をリードする人材の育成を視野に入れ、児童・生徒の学びの環境を向上させていくとともに、市民一人ひとりの目
的と意欲に応じた生涯学習環境づくりや、スポーツ・文化活動を楽しめる環境づくりに努めていきます。

基本理念「 」

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 政策２ 生きる力を育む学校教育の充実

政策３ 安心して学べる教育環境の充実

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実

政策５ 未来を担う青少年の健全育成

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興

施策

1 生涯学習の機会の充実 2 生涯学習環境の充実

3 生涯学習施設等の充実 4 読書環境の充実

・生涯を通じて、誰もがいつでもどこでも主体的に学ぶことができ
る学習環境を整備します。

市民大学「市民農園ではじめての野菜作り」▲

施策

1 幼児期から児童期への円滑な移行支援

2 特色ある学校教育の充実 3 地域教育機関の充実

・児童生徒一人ひとりに応じた「主体的・対話的で深い学び」を推
進します。

▲ ICT機器を効果的に活用した授業

施策

1
学校施設・設備・備品の充実
と維持管理

2 就学しやすい環境づくり

3
地域・家庭と連携した学校運営
と子どもの居場所づくり

4 学校保健の充実

・校舎・体育館等の老朽化が進んでいるため、建物の耐久性を向上
させる改修や維持管理を行います。

▲ 学校施設の修繕

施策

1
学校給食施設の運営と食物
アレルギー対応・衛生管理

2
学校給食における
食育・地産地消の推進

・安心・安全で安定的な給食の提供をするとともに、児童生徒が
望ましい食習慣等を身につけられるよう食育を推進します。

施策

1 家庭・地域の教育力の育成 2
地域や社会への青少年の
参加の促進

3 青少年の健全育成のための活動の促進

・青少年団体の活動支援等、家庭や地域ぐるみで青少年の健やかな
育ちを支えるための体制を充実させます。

▲子ども会活動の様子

施策

1 スポーツ施設の充実と有効活用 2 生涯スポーツの振興

3 競技力向上とトップアスリートの育成

・子どもから高齢者まで誰もが、日常的に気軽にスポーツに親しめる
環境を整備します。

▲古河市はなももマラソン

施策

1
文化財の保存・継承及び
博物館施設の充実

2
市民文化活動及び
芸術文化活動の促進

・文化財や史跡、郷土芸能などの保全や継承を図るとともに、市民
による芸術文化活動を支援します。

▲発掘調査の様子

▲ 給食調理の様子

家庭

学校地域

基本理念に向けた７つの政策


